
 

鈴木商店の軌跡に学ぶ 
～現代へのメッセージ～ 

 



■鈴木商店とは 
 

■連載「遙かな海路 

    ～巨大商社・鈴木商店が残したもの」について 

 

■鈴木商店は今も「存在」していた！ 

 

■鈴木商店が残したもの  

   ・地域遺産 

   ・事業、人材 

   ・精神、ＤＮＡ 

   ・教訓 

                    神戸新聞社経済部 

                           小林由佳 ２０１７年５月２０日 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本日の内容 



 神戸を拠点に、明治、大正期に急成長し、昭和金融恐慌で破
綻した。ピーク時には傘下に６０社以上の企業。城山三郎の小説
「鼠」、玉岡かおる「お家さん」のモデル 

 １８７４（明治７）年  初代鈴木岩治郎が創業 

   １８８６（明治１９）年 金子直吉が２０歳で入店 

   １８９４（明治２７）年 岩治郎が急死。「お家さん」鈴木よねが 

              番頭の金子らに経営を任せる                

     

■鈴木商店とは 
 



 
１９００（明治３３）年 樟脳事業で台湾に進出。以降、製糖、製粉、 
            造船、セルロイド、製鉄など事業を多角化 
１９１７（大正６）年  三井物産を抜いて日本一の商社に   



１９１８（大正７）年   米騒動により本店が焼き討ちされる 
１９２３（大正１２）年  鈴木商店を鈴木合名会社に改め、貿易分門を  
              分離して株式会社鈴木商店を創設  
１９２７（昭和２）年   昭和金融恐慌が引き金となり、破綻  



■連載「遙かな海路」 
神戸港開港１５０年を機に、鈴木商店の波乱の歴史から教訓を探る 



 鈴木よねのひ孫に当たる、太陽鉱工社長の鈴木一誠
（かずのぶ）さんに話を聞くと・・・ 

    

■鈴木商店は今も「存在」していた！ 



地域遺産 神戸、台湾、九州、山形、北海道、高知など 

 【足跡を訪ねて神戸編】 

  

   

 

 

 

■鈴木商店が残したもの① 
 



企業 
 

     神戸製鋼所 
  双日     
  ＩＨＩ 
  サッポロビール 
  帝人 
  ダイセル 
  昭和シェル石油 
  鈴木薄荷 
  ニッカウヰスキー 
  太陽鉱工 
  大日本明治製糖 
  ニチリン 

 
•    

 
   
   
   

■鈴木商店が残したもの② 
 

人材 

高畑誠一（日商会長） 
永井幸太郎（日商社長、貿易庁長官） 
西川政一（日商社長、日商岩井社長、 
      日本バレーボール協会会長） 
田宮嘉右衛門（神戸製鋼所社長） 
大屋晋三（帝人社長） 
賀集益蔵（三菱レイヨン社長） 
北村徳太郎（播磨造船所課長などを 
        経て大蔵大臣） 
  
  
    

     

     
 



精神、ＤＮＡ 

「煙突男」といわれた金子直吉  

  ・「生産こそ最も尊い活動」⇨国益重視 国のために事業 

    を興す 

 ・リスクを取ってチャレンジする 開拓者精神 

 

 佐藤廣士・神鋼相談役「平気でよその領域に出て行って新しい 

                 ものをつくる。商社の遺伝子」 

 鈴木純・帝人社長「新しいものや技術にチャレンジし続けるのが 

                 創業以来の精神」 

 朝倉次郎・川崎汽船会長「〘われ先汽船〙と呼ばれてきた。普通の 

                 ことをやっていてはだめだという気概で 

                  やってきた」           

           

■鈴木商店が残したもの③ 


